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東京国際フォーラム：2019年4月10日（水） 

農業分野における放射線利用： 

変異誘発育種、食品照射、植物検疫処理 
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人工的な変異誘発の発見 

1928 
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誘発変異品種データベース 

3,283の変異品種が登録
されている!! 
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http://www.iaea.org/
http://www.fao.org/


DNA 

飛跡に沿って密に電離をおこす 

（高LET放射線） 
 

 LET: 1 ~ 2,000 keV/μm 

DNA 

イオンビーム 

（高速荷電粒子） 

ガンマ線 

（電磁波） 

60Co 線源 

まばらに電離をおこす 

（低LET放射線）  
 

LET: ~0.2 keV/μm 

加速器 

エネルギー付与：ガンマ線 vs イオンビーム 
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高崎研のイオンビームで生み出された新品種 

オステオスペルマム 
2 品種 2007~ 

ヒメイタビ 
(NOx 高吸収) 

2007 

芳香シクラメン 
3 品種 2012～2015 

コシヒカリ lcd-kmt1

メロン (低温耐性) 
 2011 

カドミウム 
低吸収米 

2012 

キク 
6 品種 1998 

カーネーション 
8 品種 2002~2014 

キク 
8 品種 2005～2017 

サルビア（矮性） 
2 品種 2012～2016 

Victory bouquet 

GP of Figure Skating  
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食品照射 
放射線照射による加熱処理や化学薬剤の代替 

目的 

- 保存中の発芽・発根防止 

- 病害虫の殺虫・不妊化 

- 食中毒防止 

- 無菌化 

使用される放射線 

- 60Co または 137Csのガンマ線 

- 電子線（加速器） 

- X線（制動放射・変換X線） 
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60Co 線源 
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Courtesy of Mr. Henon 
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Courtesy of Mr. Henon 
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Courtesy of Mr. Henon 
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Courtesy of Mr. Henon 16 



まとめ 

 農作物の品種改良や保存中の発芽・発根防止に放射線が用
いられてきた。 

 最も多く照射されている食品は、スパイス・ハーブ類や乾燥野
菜類。 

 香辛料以外にも、冷凍カエル脚や味付き鶏肉スナックなど、
ニッチな市場で成功している。 

 ここ数年は植物検疫処理のための照射が急増している。 
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